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論文内容の要旨
論文は一二部 (11常)と序章および終意より成る。第 I部の対象は、ストレス疾患とされる心身症と反応
性ストレス障害の成人患者のロールシャツハ・テストである。過換気症候群は臨床的に神経症的、心身症
的メカニズムによって発症する者に-分で・きるc それら二群のロールシャツハ・テスト反応の特徴を検討
し、特に、ステレオタイピックな色彩への反応パターンが顕著であることを見山した。結果から、心身症
•• .般において指摘されてきた過剰適応、操作的思考という特徴が、同己の情動要素への無関心さと結びつ
いていると報告した。ロールシャツハ・テスト解析において、そうした特徴を理解するには、色彩反応の
有無だけでなく、色彩反応において色彩|占l有のインバクトに反応しているかどうかに着目する必要がある
と論じた。次に、ストレス反応性適応障害と理解される職場不適応症の巾核的な症例のロールシャツハ・
テストの特徴を報告した。反応の生産性、反応時間、反応するまでの言語表現、および平凡反応の多さと
独創!ズ応の欠如などであった。これらの特徴は、それら症例においては刺激への対処が枠組み依存的にな
されていること、新奇事態へ白山な反応をする精神活動が制限されているためであると理解できた。以上
より、ストレス反応と言われる病態においても、人格特徴を病理の観点から把握することが可能であると
論じた。
第E部は、近年の人格障害およびボーダーライン人格に関する議論を踏まえて、ロールシャツハ・テス
トによる人格査定において、出、考パターンに注目する意義を論じた。実験とした対象は、重症対人恐怖と
位置づけられる思春期妄組症24{7IJと摂食障害2例である。これら2群のロールシャツハ・テストの作話反
応に見られる特徴を、ホルト CHolt.R)らの-次過程と二次過程に関する評定指標に依拠して探った。作
話性反応は精神病幽および前精神病状態において表れることが多いことが既に見:Hされているが、フロイ
トCFreud，S.)がー次過程思考の特徴とした 1土縮」の機制が働いた反応表象である i混合」イメージと
「組み合わせ」イメージについて分化させてとらえた報告はこれまでなかった。思春期妄想症と摂食障害の
症例を対象にその出現率を比較すると、これら三群問ではその出現率が逆転していた。また、反応表象に
おいて過剰な投影的意味づけが加えられている反応数、およびそうした反応をする症例ともに、摂食障害
に多く見られた。こうした結果から、同じ病態水準にありながらも、これら一群の症例群がポす臨床上の
諸特徴の相違が生じる開由を考察したc摂食障害群では、下観的な情動体験を合理化するように思考がは
たらき、その結果現実的な認知lが多少歪められながらも強い現実感が維持されること、他方、思春期妄怨
1iEにおいては、主観的な情動が思考の過和とは解離しており、認知的な歪みはないが現実感が希薄になっ
ていると論じた。
第E部で論じたような重い人格病理がみられる症例においては、非現実的な着想がみられることが多い。
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第E部においては、認知体験において、その現実吟味を障害する要素としての防衛活動に注目した。人格
障害を対象とした対話に基づ、く治療的援助においては、その防衛を理解する必要は不可欠である。防衛は、
自分および他者との関係についての現実的な認知を歪めるように働き、治療および自分が変化していくこ
とへの抵抗として働くからである。思春期・嵩年期の強迫1iE例のロールシャツハ・テスト反応における防
衛パターンを分類した。また、対話的な治療において「顕在的抵抗 (Heich，W.)Jを示した5症例の反応継
起の特徴について報告した。そして、それらの防衛が自己愛と関連していることを論じた。
論文審査の結果の要旨
本論文は、投影法の心理アセスメントであるロールシャツハ・テストを用いて、人福理解の一環として、
特に心理療法を進める上で役立つテスト解釈と解釈のための新しい視点を提起し、それらの理論的妥当性
と臨床的有効性を示したものである。第I部は心身症と、適応障害としての職場不適応症を対象にしたロー
ルシャツハ研究である。ストレス疾患である心身症が、解消されない情動反応の蓄積の結果と理解される
文脈において情動の抑圧、解離が人格上の問題として論じられたc とくに職場不適応の事例を通して適応
障害と人格との関連が探求され、職場不適応中核群とされる事例では、神経症症状を形成しないものの、
ストレス反応を生じやすい人格上の特徴があることが考察された。次に中核群以外の職場不適応群の特徴
を探り、そこでは個別のプロトコルに人格の病理を組定することが可能な指標が、中核群よりも明らかに
多く出現していることを見出した。以上の結果から、ドロップアウト群とされた事例においては、社会適
応を阻害する人格病理に焦点をあてた治療的接近が関られねばならないこと、職場における不適応をスト
レス反応として環境を調整するモデルは、中核群にしか有効でないことが指摘された。第E部は、摂食障
害、思春期妄想、症に関して、「作話性反応」の構造的な相違に注目し、作話性反応における受け身的認知と
主観性の投影という一分法的観点から、ホルト Cllolt.R1960)らの分類に依拠して一次過程への退行の性
質が探求された。一般大学生のデータを加えた結果、作話性反応はやはり、病理群において有意に多く出
現していることが明らかになり、病理的な認知構造の特徴とそのメカニズムが論じられた。第E部では、
ボーダーライン人格構造と関連する防衛の不全、 l原始的防衛と関連したロールシャツハ・テスト反応特徴
が思春期・育年期の強迫症を中心に事例研究的に論じられた。この病理群においては特に自己体験を歪曲
する種類の防衛が多用される点から、自己愛的な防衛の構造理解に基づくロールシャツハ・テスト解析の
必要性が指摘された。以上、本論文は心理臨床の場で難治例とされるクライエントの病理の理解と、クラ
イエントがしている体験の性質について理解を進めていく上で、ローJレシャツハ・テスト反応が大きい役
割を果たすことを示し、近年注目される人格障害などの心理癒法においても多くの示唆を与えうる点にお
いて高く評価できると考える。よって博士(学術)に値するものである。
-148-
